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濃厚接触者の待機期間の見直し等について（通知） 

 

このことについて、別添のとおり令和４年７月25日付けで文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課か

ら事務連絡がありました。この事務連絡を踏まえた県立学校の対応は次のとおりです。 

 

〇濃厚接触者（濃厚接触者相当の者※１を含む）の待機期間は、下表のとおりとする。（変更箇所は下線部） 

変更前 変更後 

・患者の感染可能期間内※２に患者と接触した最終日

を０日として翌日から７日間※３。ただし、10日を経

過するまでは検温等の健康状態の確認を行うこと。 

・同居する家族等の濃厚接触者とされた児童・生徒

等については、感染者の発症日又は感染対策を講じ

た日のいずれか遅い方から７日間発症がない場合に

解除。 

・無症状の場合は、４日目、５日目の抗原定性検査

キットを用いた検査で陰性を確認した場合は、５日

目から解除することが可能。 

・特別支援学校の教職員においては、令和４年３月

23日付け厚生課長及び特別支援教育課長通知「特別

支援学校教職員である濃厚接触者に対する外出自粛

要請の対応について」での対応も要件等を満たす限

りにおいて可能。 

・患者の感染可能期間内※２に患者と接触した最終日を０日と

して翌日から５日間※３。ただし、７日を経過するまでは検温

等の健康状態の確認を行うこと。 

・同居する家族等の濃厚接触者とされた児童・生徒等につい

ては、感染者の発症日又は感染対策を講じた日を０日とし

て、いずれか遅い方から５日間発症がない場合に解除。 

 

・無症状の場合は、２日目、３日目の抗原定性検査キットを

用いた検査で陰性を確認した場合は、３日目から解除するこ

とが可能。 

    

 

＊ 最後の項目削除（適用しない） 

※１ 保健所が特定した濃厚接触者と区別するため、学校が調査した濃厚接触者については「濃厚接触者相当の者」と
している。 

※２ 感染可能期間内：有症状の場合は発症日の２日前から、無症状の場合は検体採取日の２日前から、診断後に隔離
開始されるまでの間 

※３ 令和４年７月22日一部改正厚生労働省事務連絡「B.1.1.529系統（オミクロン株）が主流である間の当該株の特
徴を踏まえた感染者の発生場所毎の濃厚接触者の特定及び行動制限並びに積極的疫学調査の実施について」より 

 

〇 高等学校、中等教育学校に対しては、引き続き、保健所による積極的疫学調査及び濃厚接触者の特定は

行われません。（令和４年３月29日付け保体第3215号の通知から変更はありませんので、引き続き、各学

校において、濃厚接触者相当の特定を行ってください。） 

 

〇 特別支援学校に対する、保健所による積極的疫学調査及び濃厚接触者の特定・行動制限の対応について

は、保健衛生部局（健康医療局）と県教育委員会が協議のうえ決定し、追って連絡します。  

 

なお、夏季休業明けの学校における留意点等については、改めて８月中下旬を目途に国から示されることと

なっています。国の対応を確認後に、改めて県立学校における留意事項等をお知らせします。 

 

問合せ先 

    保健安全グループ 菅沼、岡本 

      電話 045-210-1111（内線8310）                         






















































